


































































い。第六月は ra.ha 合成の khaṃ 字を誦し、またこれ
によって身を資くとする。






































































































































チベット語では vrata に対して བརྟུལ་ཞུགས་ という訳語
が用いられことが『翻訳名義大集』で確認できる12）。
本章品でも漢訳の禁戒にあたる箇所ではみな同一に
བརྟུལ་ཞུགས་ となっている。このことから vrata すなわち
བརྟུལ་ཞུགས་ とみなしてよいだろう。ただし先述の通り
vrata には様々な語意があり、ここで漢語の禁戒とチ





























































































































































































































































































































とする。出入息については出息を a 入息を va として、
a は修生 va は本有の故と解説している。
『對受記』は四角金剛輪壇（地輪壇）のうえに円形










































































































































































































































































































































21）国譯一切経密教部 1,110 頁 3. 新国訳一切経密教
部 1,127 頁 14. 豊山派両部大経上 ,150 頁 11. 等
22）表中を参照のこと。
